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して使用していただく水道水を供給する上で必要不可欠なものです。 

    この水質検査計画は、水質検査を適正に執行するため、水質検査地点や水質 
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１ はじめに

 水道水は、水道法の規定に基づき、安全で快適な水道水が供給できるよう水質基準が

定められており、各水道事業者は、水源域の状況、原水の質，浄水方法などの状況に応

じ、一定の条件のもとで検査項目、検査頻度を自ら定めています。

 田原市水道事業では、検査の項目、頻度などについて、当事業での給水状況及び取水

状況等を考慮し、安全性・安定性及び効率性・合理性の両面から検討を行い、当事業に

おける水道水の水質検査計画を策定しています。

 現在、国では、有機フッ素化合物（PFOS 及び PFOA）について、分類の見直し等の

検討が活発に行われていますので、引き続き国の動向を注視し、水道水の安全確認を行

っていきます。

２ 基本方針

 水道水の安全性、安定性を確保することを第一に考え、以下の方針で水質検査を実施

します。

（１） 水質検査場所

  ア 浄水について

     水質基準が適用される水道の給水栓(水道の蛇口)など、適切に水質管理でき

る地点とします。

  イ 原水について

     地下水については水源ごとに、適切に水質管理できる地点とします。

（２） 水質検査項目

  ア 浄水について

     水道法で義務付けられている１日１回以上行う色・濁り・消毒の残留効果（以

下「毎日の検査項目」という。）、水道基準項目の定期検査、水質検査計画に位

置付けることが望ましいとして新たに設けられた水質管理目標設定項目につ

いて検査します。

  イ 原水について

 浄水と同じ水質基準項目、水質管理目標設定項目及び田原市が水質管理上必

要と認め独自に行う項目について検査します。
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（３） 検査頻度

  ア 浄水について

   ① 毎日の検査項目及び水質基準項目は、法令の定めに従って検査を行います。

      なお、過去の検査結果が水質基準を十分満足していて、緩和することがで

きる項目については、検査頻度を１年に１回以上あるいは３年に１回以上に

緩和します。

   ② 水質管理目標設定項目は、原則として水質基準項目に準じて行います。

イ 原水について

 水質基準項目（消毒副生成物を除く）を基本とし、実施します。又、水質

管理目標項目のうち必要と認めた項目については年１回とします。

（４） 検査方法

     毎日の検査項目については自己検査で行い、他の水質検査については水道法

第２０条第３項の規定に基づき、国土交通大臣及び環境大臣の登録を受けた検

査機関に委託します。

３ 水源と施設の概要

（１） 水源の概要

  ア 愛知県企業庁（県水）からの受水系

     豊橋南部浄水場で凝集沈殿処理・急速ろ過処理・消毒をした後、田原市の六

連配水場・赤羽根第１配水池・小塩津配水池から各家庭へ配られます。

  イ 地下水系

      地下水を水源とする所は、東馬洗水源井、池尻水源井及び保美水源井の３

か所です。

井戸から汲み上げた地下水を消毒した後、県水とあわせ各家庭へ配られま

す。

（２） 水道施設の概要

  ア 田原市水道事業の水道施設について、概要は次のとおりです。
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施設の名称 原水の種類 浄水方法 
施設能力  

（m３／日） 

六連配水場 

表流水 

（豊川用水） 
県水受水 

１６，６００

加治配水池 ―

滝頭配水池 ―

東馬洗水源(深井戸) 地下水 塩素消毒のみ ６００

蔵王配水池 県水と混合 追塩措置 ―

赤羽根第１配水池 
表流水 

（豊川用水） 
県水受水 ２，４００

池尻水源井（深井戸） 地下水 塩素消毒のみ １１０

赤羽根第２配水池 県水と混合  ―

小塩津配水池 

表流水 

（豊川用水） 

県水受水 １４，９００

泉配水池 追塩措置 ―

伊良湖配水池 追塩措置 ―

保美水源井（深井戸） 地下水 塩素消毒のみ ２００

全  体  ３４，８１０

４ 水源の状況

  田原市の水道水源である地下水は、近年、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素による汚染

が懸念されています。原因として、主に施肥、家畜排せつ物、生活排水などがあり、

一部の井戸では、経年とともに硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素の濃度が高い傾向にある

ことから、特に注意を払って監視しています。

５ 水質検査場所（P.7 別紙１検査地点  P.8 検査箇所図 参照） 

（１） 浄水について  （P.12～P.13 検査計画参照） 

  ・配水場の系統ごとに検査地点を確保するように下記１３か所の給水栓を設定しま

した。 

    藤七原公民館、波瀬集落センター、やぐま台公民館、大草保育園、野田保育園 

    赤羽根分団３号詰所、池尻集会所、赤西会館、高松保育園、宇津江公衆便所、 

小中山保育園、恋路ケ浜公衆便所、土田農村公園 

・また、毎日の検査項目については、下記１３か所の給水栓を設定しました。 
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浦町、仁崎町、芦町、野田町、六連町、大草町、若見町、赤羽根町、高松町、

江比間町、小中山町、和地町、日出町 

（２） 原水について  （P.12、P.15 検査計画参照） 

   地下水を水源とするものは、井戸ごとに設定しました。 

６ 水質検査項目と検査頻度 

（１） 毎日の検査項目   

①検査項目 

    市内の給水栓１３か所で、色、濁り、消毒の残留効果を検査します。 

②検査頻度 

  １日１回行います。 

（２） 水質基準項目  （P.9 参照） 

  ア 浄水について 

◎検査項目及び頻度 

    ・ 水道法に定められた水質基準全項目検査（51 項目）を渥美地区の４か所に

ついて、年１回行います。 

    ・ 毎月検査（9 項目）を、全地区の１３箇所について、毎月１回行います。 

    ・ 消毒副生生物（12 項目）を、全地区の１３箇所について、年４回検査しま

す。 

・ 鉄及びその化合物[基 34]を、赤西会館について、年４回検査します。 

・ カルシウム、マグネシウム等（硬度）［基 39］を、池尻集会所について、

年１回検査します。 

・ 蒸発残留物[基 40]を、赤羽根地区、田原地区の９か所について、年１回検

査します。 

  イ 原水について  （P.10 参照） 

◎検査項目及び頻度 

・ 原水全項目検査（39 項目）［基 1～20，32～37，39～51］を、全ての原水

施設の４か所について、年１回行います。 

    ・ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素［基 11］を、池尻水源井と保美水源井の２箇

所の原水施設について、毎月検査します。

      東馬洗 1 号井と東馬洗 2 号井の２箇所の原水施設について、2 か月に１回

検査します。 
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（３） 水質管理目標設定項目 

  ア 浄水について  （P.9 参照） 

◎検査項目及び頻度 

・ 管理目標設定項目であるｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ[目 13]、抱水ｸﾛﾗｰﾙ[目 14]は、宇 

 津江公衆便所について、年１回検査します。 

  イ 原水について  （P.10 参照） 

◎検査項目及び頻度 

・ 管理目標設定項目である農薬類 30 物質と従属栄養細菌、ＰＦＯＳ・ＰＦＯ

Ａを、すべての原水施設の４か所について、年１回検査します。 

（４）クリプトスポリジウム等対策水質検査項目  （P.11 参照） 

◎検査項目及び頻度 

     ・ クリプトスポリジウム対策指標菌検査である大腸菌、嫌気性芽胞菌（2

項目）を、すべての原水施設の４か所について、年４回行います。 

・ クリプトスポリジウム、ジアルジアの検査を、全ての原水施設の４か所

について、年１回行います。 

７ 臨時の水質検査 

  水源などで次のような水質変化があった場合又その状況に対応できないと判断し

た場合は、直ちに取水を停止して、必要に応じ水源及び給水栓などで臨時の水質検査

をします。 

① 色及び濁りなどの水質が著しく変化したとき 

② 臭気など著しい変化が発生したとき 

③ 魚が多量に死ぬなど、異常があるとき 

④ その他、特に必要が認められるとき 

８ 水質検査計画及び検査結果の公表 

  水質検査計画及び水質検査結果は、市役所上下水道部水道課及び田原市ホームペー

ジにて閲覧できるようにします。 

９ 水質検査結果の評価 
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  水質検査結果の評価については、水質基準の適合判断はもとより、長期的にはより

質の高い水道水の供給を目指して評価していきます。 

（１） 水質基準の適合判定 

   水質基準は、水道により供給される水が満たすべき水質上の要件であり、いか

なる項目についても、その検査結果が水質基準を超えないよう水質管理に万全を

期しますが、水質基準を超える恐れがある場合には、直ちに原因究明を行い、水

質基準を満たす水質を確保するために必要な対策を講じていきます。 

   また、検査結果が水質基準を超える恐れはなくても、通常よりも明らかに高い値

を示す場合には、直ちに原因究明を行い、必要な対策を講じることとします。 

（２） 長期的な評価 

    より質の高い水道水の供給を目指して、残留塩素の低減化を図るなど、いく

つかの指標項目について管理目標を定め、この検査結果を継続的に評価して必

要な対策を講じていきます。 

10 関係者との連携

（１） 水道水が原因で水質事故が発生した場合には、愛知県企業庁と連絡を密に

して水質検査を行います。 

（２） 水源又はその流域で水質汚染事故が発生した場合には、中部地方整備局、

愛知県企業庁、愛知県建設局、愛知県東三河水道事務所、愛知県豊川保健所

及び各市町村と連絡を密にして、早急の状況調査と対策並びに水源の水質検

査を行います。 

※ お問い合わせ

   田原市役所 上下水道部 水道課

   〒441-3492 田原市田原町南番場 30－1

   ＴＥＬ ０５３１－２３－３５３２

   ＦＡＸ ０５３１－２２－３１８４

E-mail  suido@city.tahara.aichi.jp 



別紙１

‐７‐

水質検査場所の一覧

浄水（給水栓）

 １ 藤七原公民館・・・・水質基準項目を実施

２ 波瀬集落センター・・水質基準項目を実施

３ やぐま台公民館・・・水質基準項目を実施

４ 大草保育園・・・・・水質基準項目を実施

５ 野田保育園・・・・・水質基準項目を実施

６ 赤羽根分団３号詰所・水質基準項目を実施

７ 池尻集会所 ・・・・水質基準項目を実施

８ 赤西会館・・・・・・水質基準項目を実施

９ 高松保育園・・・・・水質基準項目を実施

１０ 宇津江公衆便所・・・水質基準項目を実施

１１ 小中山保育園・・・・水質基準項目を実施

１２ 恋路ヶ浜公衆便所・・水質基準項目を実施

１３ 土田農村公園・・・・水質基準項目を実施

原水（水源井）

１４ 東馬洗１号井・・・水質基準項目、水質管理目標設定項目等を実施

１５ 東馬洗２号井・・・水質基準項目、水質管理目標設定項目等を実施

１６ 池尻水源井・・・・・水質基準項目、水質管理目標設定項目等を実施

１７ 保美水源井・・・・・水質基準項目、水質管理目標設定項目等を実施
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 １ 藤七原公民館
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４ 大草保育園

５ 野田保育園

６ 赤羽根分団３号詰所

７ 池尻集会場

８ 赤西会館

９ 高松保育園

１０ 宇津江公衆便所

１１ 小中山保育園

１２ 恋路ヶ浜公衆便所

１３ 土田農村公園

水道原水検査箇所

１４ 東馬洗１号井

１５ 東馬洗２号井

１６ 池尻水源

１７ 保美水源

池尻集会所
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水質基準項目（給水栓水）の内訳
○：毎月検査（9項目）１２回／年：３地区

番号 項　　目 備考 番号 項　　目 備考

基０１ 一般細菌 9項目 基０１ 一般細菌

基０２ 大腸菌 9項目 基０２ 大腸菌

基０３ カドミウム及びその化合物 基３８ 塩化物イオン

基０４ 水銀およびその化合物 基４６ 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量））

基０５ セレン及びその化合物 基４７ ｐH値

基０６ 鉛及びその化合物 基４８ 味

基０７ ヒ素及びその化合物 基４９ 臭気

基０８ 六価クロム化合物 基５０ 色度

基０９ 亜硝酸態窒素 基５１ 濁度

基１０ シアン化物イオン及び塩化シアン １2項目

基１１ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 △：消毒副生成物（12項目）４回／年：３地区

基１２ フッ素及びその化合物 番号 項　　目 備考

基１３ ホウ素及びその化合物 基１０ シアン化物イオン及び塩化シアン

基１４ 四塩化炭素 基２１ 塩素酸

基１５ 1,4-ジオキサン 基２２ クロロ酢酸

基１６ シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン 基２３ クロロホルム

基１７ ジクロロメタン 基２４ ジクロロ酢酸

基１８ テトラクロロエチレン 基２５ ジブロモクロロメタン

基１９ トリクロロエチレン 基２６ 臭素酸

基２０ ベンゼン 基２７ 総トリハロメタン

基２１ 塩素酸 １2項目 基２８ トリクロロ酢酸

基２２ クロロ酢酸 １2項目 基２９ ブロモジクロロメタン

基２３ クロロホルム １2項目 基３０ ブロモホルム

基２４ ジクロロ酢酸 １2項目 基３１ ホルムアルデヒド

基２５ ジブロモクロロメタン １2項目

基２６ 臭素酸 １2項目 ■：管理目標設定項目（2項目）１回／年：宇津江

基２７ 総トリハロメタン １2項目 番号 項　　目 備考

基２８ トリクロロ酢酸 １2項目 目１３ ｼﾞｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

基２９ ブロモジクロロメタン １2項目 目１４ 抱水ｸﾛﾗｰﾙ

基３０ ブロモホルム １2項目

基３１ ホルムアルデヒド １2項目 鉄：鉄及びその化合物　１１回／３年：赤西

基３２ 亜鉛及びその化合物 番号 項　　目 備考

基３３ アルミニウム及びその化合物 基３４ 鉄及びその化合物

基３４ 鉄及びその化合物

基３５ 銅及びその化合物 硬：カルシウム、マグネシウム等（硬度）　２回／３年：池尻集会所

基３６ ナトリウム及びその化合物 番号 項　　目 備考

基３７ マンガン及びその化合物 基３９ カルシウム、マグネシウム等（硬度）

基３８ 塩化物イオン 9項目

基３９ カルシウム、マグネシウム等（硬度） 蒸：蒸発残留物　１回／１年：３地区

基４０ 蒸発残留物 番号 項　　目 備考

基４１ 陰イオン界面活性剤 基４０ 蒸発残留物

基４２ ジェオスミン

基４３ 2-メチルイソボルネオール

基４４ 非イオン界面活性剤

基４５ フェノール類

基４６ 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）） 9項目

基４７ ｐH値 9項目

基４８ 味 9項目

基４９ 臭気 9項目

基５０ 色度 9項目

基５1 濁度 9項目

●：全項目検査（51項目）１回／年：１地区　３地区を３年でローテーション
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水質基準項目（水道原水）の内訳
●：全項目検査（51項目内39項目）１回／１年：全地区

番号 項　　目 備考 管目農薬№ 項　　目 備考

基０１ 一般細菌 全項目 1 1,3-ジクロロプロペン（D-D）

基０２ 大腸菌 全項目 7 アセフェート

基０３ カドミウム及びその化合物 全項目 11 アラクロール

基０４ 水銀およびその化合物 全項目 12 イソキサチオン

基０５ セレン及びその化合物 全項目 21 エトフェンプロックス

基０６ 鉛及びその化合物 全項目 24 オキシン銅（有機銅）

基０７ ヒ素及びその化合物 全項目 28 カルタップ

基０８ 六価クロム化合物 全項目 29 カルバリル

基０９ 亜硝酸態窒素 全項目 32 キャプタン

基１０ シアン化物イオン及び塩化シアン 全項目 34 グリホサート

基１１ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 全項目 35 グルホシネート

基１２ フッ素及びその化合物 全項目 39 クロロタロニル

基１３ ホウ素及びその化合物 全項目 45 ジクワット

基１４ 四塩化炭素 全項目 54 ダイアジノン

基１５ 1,4-ジオキサン 全項目 56 ダゾメット、メタム(カーバム）及びメチルイソチオシアネート

基１６ シス-1,2-ジクロロエチレン
及びトランス-1,2-ジクロロエチレン 全項目 60 チオファネートメチル

基１７ ジクロロメタン 全項目 67 トリフルラリン

基１８ テトラクロロエチレン 全項目 69 パラコート

基１９ トリクロロエチレン 全項目 77 フィプロニル

基２０ ベンゼン 全項目 86 ブタミホス

基２１ 塩素酸 88 フルアジナム

基２２ クロロ酢酸 91 プロチオホス

基２３ クロロホルム 92 プロピコナゾール

基２４ ジクロロ酢酸 94 プロベナゾール

基２５ ジブロモクロロメタン 96 ベノミル

基２６ 臭素酸 101 ペンディメタリン

基２７ 総トリハロメタン 102 ベンフラカルブ

基２８ トリクロロ酢酸 105 ホスチアゼート

基２９ ブロモジクロロメタン 108 メソミル

基３０ ブロモホルム 109 メタラキシル

基３１ ホルムアルデヒド 従属栄養細菌

基３２ 亜鉛及びその化合物 全項目 PFOS及びPFOA

基３３ アルミニウム及びその化合物 全項目

基３４ 鉄及びその化合物 全項目

基３５ 銅及びその化合物 全項目

基３６ ナトリウム及びその化合物 全項目

基３７ マンガン及びその化合物 全項目

基３８ 塩化物イオン

基３９ カルシウム、マグネシウム等（硬度） 全項目

基４０ 蒸発残留物 全項目

基４１ 陰イオン界面活性剤 全項目

基４２ ジェオスミン 全項目

基４３ 2-メチルイソボルネオール 全項目

基４４ 非イオン界面活性剤 全項目

基４５ フェノール類 全項目

基４６ 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）） 全項目

基４７ ｐH値 全項目

基４８ 味 全項目

基４９ 臭気 全項目

基５０ 色度 全項目

基５1 濁度 全項目

□：管理目標設定項目（農薬30項目+従属細菌＋PFOS・PFOA）１回／１年：３地区
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硝：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素　　6回／年：東馬洗1号、2号、12回／年　：池尻、保美　

番号 項　　目 備考

基１１ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

☆：ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策指標菌検査（2項目）　3回／1年　：３地区

番号 項　　目 備考

独０２ 大腸菌

独０３ 嫌気性芽胞菌

☆：ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策指標菌検査（1項目）　１回／１年　：３地区

番号 項　　目 備考

独０３ 嫌気性芽胞菌

ク：クリプトスポリジウム等（2項目）　１回／１年　：３地区

番号 項　　目 備考

独０１ クリプトスポリジウム

ジアルジア
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田原市　令和7年度水道水質検査計画表

給水栓水（田原地区） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 藤七原公民館 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○
2 波瀬集落センター ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○
3 やぐま台公民館 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○
4 大草保育園 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○
5 野田保育園 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○

給水栓水（赤羽根地区） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 赤羽根分団３号詰所 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○
7 池尻集会所 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△硬蒸 ○ ○ ○△ ○
8 赤西会館 ○ ○△鉄 ○ ○ ○△鉄 ○ ○ ○△鉄蒸 ○ ○ ○△鉄 ○
9 高松保育園 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ○△蒸 ○ ○ ○△ ○

給水栓水（渥美地区） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10 宇津江公衆便所 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ●■ ○ ○ ○△ ○
11 小中山保育園 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ● ○ ○ ○△ ○
12 恋路ヶ浜公衆便所 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ● ○ ○ ○△ ○
13 土田農村公園 ○ ○△ ○ ○ ○△ ○ ○ ● ○ ○ ○△ ○

○：毎月検査（9項目） ●：全項目検査（５１項目） △：消毒副生成物（１２項目）
蒸：蒸発残留物

水道原水 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

14 東馬洗１号井 ●☆ 硝 ☆ 硝 ク ☆硝□ 硝 ☆ 硝
15 東馬洗２号井 ●☆ 硝 ☆ 硝 ク ☆硝□ 硝 ☆ 硝
16 池尻水源井 ●☆ 硝 硝 ☆硝 硝 ク硝 ☆硝□ 硝 硝 ☆硝 硝 硝
17 保美水源井 ●☆ 硝 硝 ☆硝 硝 ク硝 ☆硝□ 硝 硝 ☆硝 硝 硝

●：全項目検査（39項目） 硝：硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ☆：クリプトスポリジウム対策指標菌（２項目）

□：管理目標設定項目（農薬類50項目、従属栄養細菌、ＰFＯＳ・ＰFＯＡ） ク：クリプトスポリジウム等
☆：クリプトスポリジウム対策指標菌（1項目）

■：管理目標設定項目（２項目）硬：カルシウム、マグネシウム等（硬度）鉄：鉄及びその化合物
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田原市　令和7年度水道水質検査計画表②

令和７年３月作成

年1回 年４回

藤七原公民館 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　    53㎎/L 基40

ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等
(硬度)

30mg/L以下 05.11.15 　　28mg/L 基39

蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 52mg/L 基40

やぐま台公民館 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 53mg/L 基40

大草保育園 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 53mg/L 基40

野田保育園 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 53mg/L 基40

赤羽根分団３号詰所 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 65mg/L 基40

池尻集会所 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 54mg/L 基40

鉄及びその化合物 0.1mg/L以下 06.11.20　　0.03mg/L 基34

蒸発残留物  50mg/L以下 04.11.16　    54mg/L 基40

高松保育園 蒸発残留物  50mg/L以下 04.11.16　    52mg/L 基40

蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 48mg/L 基40

ｷﾞｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾙ  
0.001mg/L以下

(暫定)
04.11.16　 0.001mg/L 目13

泡水ｸﾛﾗｰﾙ  
0.002mg/L以下

(暫定)
05.11.15　 0.004mg/L 目14

小中山保育園 蒸発残留物  50mg/L以下 06.11.20　　 51mg/L 基40

恋路ヶ浜公衆便所 蒸発残留物  50mg/L以下 04.11.16　    51mg/L 基40

土田農村公園 蒸発残留物  50mg/L以下 04.11.16　    53mg/L 基40

目標値
（水質基準の
10%以下）

検査回数及び項目省略対象項目
検査地点 過去3年間の最高値

宇津江出荷場

赤西会館

波瀬集落センター
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　◎検査項目集計表　その１　　【給水栓水検査】

毎月検査
（9項目）

全項目検査
（51項目）

消毒副生成物
（12項目）

鉄及び
その化合物

カルシウム、マグ
ネシウム(硬度)

蒸留残留物
管理目標
設定項目
（2項目）

藤七原集会所 12 回 4 回 1 回

波瀬集落ｾﾝﾀｰ 12 回 4 回 1 回

やぐま台公民館 12 回 4 回 1 回

大草保育園 12 回 4 回 1 回

野田保育園 12 回 4 回 1 回

赤羽根分団３号詰所 12 回 4 回 1 回

池尻集会所 12 回 4 回 1 回 1 回

赤西会館 12 回 4 回 4 回 1 回

高松保育園 12 回 4 回 1 回

宇津江公衆便所 11 回 1 回 3 回 1 回

小中山保育園 11 回 1 回 3 回

恋路ヶ浜公衆便所 11 回 1 回 3 回

土田農村公園 11 回 1 回 3 回

152 回 4 回 48 回 4 回 1 回 9 回 1 回

※全項目検査（51項目）については、各地区3年に1度検査する。

検査項目

合計　13箇所

配水区分 検査地点

田原地区

渥美地区

赤羽根地区



　◎検査項目集計表　その２　　【水道原水検査】

原水全項目検査
（39項目）

硝酸態窒素
及び

亜硝酸態窒素

管理目標設定項目
（農薬類30項目、
従属栄養細菌、
PFOS・PFOA）

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策
指標菌（2項目）

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ対策
指標菌（1項目）

令和7年度
(2025.4～2026.3)

1 回 5 回 1 回 1 回 3 回 1 回

東馬洗2号井
令和7年度
(2025.4～2026.3)

1 回 5 回 1 回 1 回 3 回 1 回

令和7年度
(2025.4～2026.3)

1 回 11 回 1 回 1 回 3 回 1 回

令和7年度
(2025.4～2026.3)

1 回 11 回 1 回 1 回 3 回 1 回

4 回 32 回 4 回 4 回 12 回 4 回

検査項目

配水区分 検査地点

東馬洗1号井

保美水源井

合計　9箇所

田原地区

池尻水源井赤羽根地区

渥美地区


